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年　　月　　日
日 本 銀 行　御中（届出印）



	（依頼人）（注１）



	






　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　




下記のシンジケート・ローン債権（複数の貸付人が共通の契約書にもとづき単一の借入人に対して　行う貸付における個々の債権をいう。）を、当行（社・庫）が貴行の融通金の据置担保または貴行と　当方間の担保に関する基本約定（担保に関する基本約定（適格外国債券担保用）を含みます。）にも　とづく根担保として差入れるに際し、貴行に提出するため、当該シンジケート・ローンの証書貸付債　権証書の写を１部作成して下さい。

記

１．　　　　年　　月　　日付金銭消費貸借契約（　　　　年　　月　　日付　　変更契約（注２））　にもとづく、　　　　　　　　　　を債務者とする証書貸付債権（証書貸付債権証書番号　　　　　　）
２．元本額（融資額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　円（注３）
３．残存元本額（融資残高）　　　　　　　　　　　　　　　円（注３）



以　　上

（注１）代表者またはその者から権限を付与された者の役職名を記載し、記名なつ印または署名をする。役職名、氏名、印鑑または署名は、印鑑届等により日本銀行に届出たものを使用する。
（注２）変更契約がなされていない場合は削除する。
（注３）外貨建証書貸付債権の場合には米ドル単位で記入し、書式中の「円」を「米ドル」と修正のうえ使用する。


